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l CH4、 NI13、H20の 立体構造を図示し、∠H・C‐H、 ∠H・N"H、 ∠H・0‐Hの 大きさの順番および
そのようになる理由をVSEPRモ デルを用いて説明せよ。

2 シクロヘキセン (図を参照)の 水素化エネルギーの実験値 118.6kJ/molとベンゼンの水素化エ

ネルギーの実験値 205.3kJ/molからベンゼンの冗電子の非局在化エネルギーを算出せよ。式や
答えのみでなく非局在化エネルギーとは何かおよび算出方法の説明も記すこと.

シクロヘキセン

アリルアニオン (CH″ CH・CH2・)の 分子軌道を、π電子のみを対象 とし (π電子近似)、分子

軌導関数Ψ は原子軌道関数新,‰,為の一次結合q‰ 十らん 十ら‰ で表現 (LCAO法 )、さら

にヒュッケル近似を使用して求めたい。ここでクーロン積分をα、共鳴積分をβとすると

1)得 られる3種類の分子軌道およびその軌道エネルギーをz,ん ,‰およびα、βをもちいて

記述せよ。分子軌道はエネルギーの小さい順からWl,W2'W3と表現せよ。
2)ア リルアニオンではπ電子は4つある。一番安定な電子配置状態をエネルギー準位図を用い

て表現せよ。電子のスピンも考慮すること。
3)ア リルアニオンの全π電子エネルギーおよび非局在化エネルギーをα、βを用いて表現せ

よ。2個 のπ電子が入つたエチレン分子の全π電子エネルギーは2(α+の 、電子が2個人
つて孤立したp軌道の全π電子エネルギーは2αであることは使用してよろしい。

1)酸 。塩基の定義を3通 り紹介せよ。
2)Co3+ィォンにF・を6つ配位結合させて正八面体型のICoF』3・ィォンを作製した場合、F・イオ
ンは酸として働いたか、塩基として働いたか。理由を沿えて答えよ。
3)錯体の分光化学系列とは何かを説明せよ。また分光化学系列によるとNH3>F・であるが、こ
れを用いてICo(NHD』3+は非磁性であるがICoF』3・ィォンは常磁性である理由をエネルギー準位
図を用いながら説明せよ。
(ヒン ト:CO金 属の電子配置はlAJ3d74s2でぁる。)
1)体 心格子の本当の定義を述べよ。また図に示す岩塩構造は体心

格子か否かを理由もつけて記述せよ。
② 立方晶の本当の定義を述べよ。また底心立方格子は原理的にあ
り得ない理由を述べよ。
1)溶 液の場合の物質の光透過率、吸収係数とは何か。入射光の強

度をJO、透過光の強度をr、光路長を″、溶液の濃度をcと して記

述せよ。
2)平 滑に磨いた金属はある波長より長い光は反射するが、その波

長より短い光は反射しない。また殆どの金属は微粒子にすると黒色となる。
これらの理由を 「バンド構造」、「価電子帯J、「伝導帯J、「禁制帯」なるキ
ーワー ドを用いて説明せよ。
3)半 導体および絶縁体はある波長より長い光は透過するが、それより短い光は吸収する。この

理由を 「バンド構造」、「価電子帯」、「伝導帯」、「バンドギャップ」なるキーワー ドを用いて説
明せよ。

岩塩構造

以 上


